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M. Matuura -: On the forcing of gladiolus
I. Culture by non-heating and non-lighting.
　　　　　　　　　　　　　　..　　　　　　　緒　　　言
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｀　　　　　　　　　　　　　　　（4）最近グラヂオラスの研究炉盛んとなり‘，我が国に於ても塚本， 　　　　(3)安田，･　小杉， （2）　（9）　　鶴島　等の研究
があり，參期開花せしめる抑制及び促成栽培がとり･あげられ論議されている．斯様なグラヂオ？ス
の栽培は參温暖な暖地に於て今後考慮すべき問題であり，高知に於ても栽培炉若干行われつつある
が，今迄の処，成績が余り.よくないので，先づ無加温，無点燈によるグラヂオラス促成栽培の限界･
及び多期開花を目標とするグラヂオラスの栽培方法を確立すろ埓本実験を行つ7こ．実験を行うに当
t)，･球根の供呉を受けすこ芝崎命流氏に感謝の意を表すろ．
　　　　　　　　　　　　　　　　実験材料及方法●　　　　　　　　　　－
　７月29日に裾上げたベクターを使用し2,3 H乾燥後下表の如き処理を行った．
　　　　　　　　　　　パ　　　　　　試験区及び処理方法　　　　１　　　　　／
区別
????
　　　　　処　　理　　　方　　　法
*E.C.→低温ｏ（5°c, 3oh:〉
ク→　　ク　（10°C, 30H)
ク→高温(35C, 3OH;→低温（5°C, 300:〉
ク→ 々 →々　（10°C, 30H)
･低温（5°Ｃ，30日）→高温･（35°C, 30日）→E.C
ク（10°C, 30日）→ク →ク
ク（５ｃＣ，３０日）→E.C-・高温（350C，30日）
'f Cio°C, 30Hで）→ク　→　ク’
処　　　理　　　方
Ｖ
Ｍ
高温（35°C, 30H)→低温（５ｃＣ，30日ｙ→E.C.
々　　　　　　　　→ク（10°C, 30H)→ク
々　．　　　　　　　→E.C.→低温（5°Ｃ，30日2）
々’　　　　　　　→ク　　→ク（100C，30日）
陰乾（10日）－高温（35°C, 20H)→低温（5°Ｃ･，30
ﾄ!)-*E.C.
日乾cioh:〉→々　　　→ク　　　→々
高温（35°c, 3oh;〉→低温（5°C, 30阿）．
低温（-5c｀Ｃ，30F!j）･→高温(35°C, 30H)→E.C.
（乾燥処理j）　　　　　　　　，し
無｀処理　　　　　　バ
*E.C.はEthylen Chlorhydrin-　　　　・　　，･　，・
　高温処理は35°Ｃの電気定温器を使用し，叉低温処理の内，5°Ｃは電気低温恒温器を用い, 10°Cは旧地下防空壕内
に設置せる家庭用冷蔵庫を使用した．その焉10°ＣＲは±2.5°Ｃ内外の変温が見られた. E.C.処理は１％液に30～60
分間浸潰した．掘取直後の乾燥方法として，陰乾と日乾の２３を設け，陰乾は通風の良い室内に置き阿乾はガラス室
り屋根裏に直接置いた;その焉丿乾にありては日中，温度が４０°Ｃ内外に上昇した．久Ｍ区以外は何れも温った鋸屑を
充填して処理を行いＭ区のみは乾燥のまいで処理を行った．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･．　　　　’
　各Ｘ共10球宛使用用し，１球平均重登は40～50gであった．処理後直ちにトロ箱に定植し，11月中旬よりビニータ
フレーム内に入れ，霊間は全部障子を取り除き，夜間は保温の焉，菰覆いを行った．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実’験　結　果
　　Ｌ･発芽．早掘球の発芽を促進する埓，高温，低温及びE.C.処理を行つ7こ結果ぱ第１表の通り･
であろ．
゛昭和29年４月．間島学会春季大会に於て発表．
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第１貧各処理方法と発芽との関係
　　註．調査は9月14日よ卵週間毎に行った．　　　　　　　，／　ご　．，　　　　　　　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　ぞ≒　　　　　｀゛ ．ぶ１　 ，ｊ　 -.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｉ　　ｌ-●．　●　　　　　　　　　ゝ即ちE.C.処理後，低温処理すら事により，発根及回顧芽が著しＭ足進され，処理中.に既に一部
発根を見てい仁又10°Ｃの低温処理は腐敗球炉梢多くなし発芽も梢不揃いになっすこ..是に対し
5°Ｃは腐敗球は殆んどなく，発芽も比較的早く斉¬･であっ七．ノ低温処理を初めに行う7こＩ区は，高
温処理を初めに行っ七Ⅲ区よりも，一般に発芽炉斉一で比較的早かつ7こ．又日乾すると発芽は梢早
いが，腐敗球も多くなる．掘取後陰乾を行う事なく，直ちに処理を行う7こ方炉一週間程発芽炉早か
っ7こ. E.C.処理は出来ろだけ早く，初めに行う事によりその効果炉認められ最後に行っても殆ん
どその効果炉認められなかっ7こ．又乾燥状態の俊で処理を行づてもく，発芽発根には余り影響は見ら
れなかっ7二.　　　　　　　　　　　　　　　　･l‥卜　／
　　　　　　　　　●．　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　７ｊ　　’．：．．丿　｀　　　　　　　　　　　　　　　　，
　　２．生　育●　　　　　　　　　　　　　　　　｀･j　でノ　………………
　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・jl　　･’ｇ　　　‘’　　　　　　　　　　　　　，　　　●;（Ａ）草丈.’草丈を調査し7こ成績は第２表の通りであい右.
　　　　＜　‘゛　　　　　　　　　　　　　　　　　　三………●●　●●　　･ﾌ●●●　　　　　　　　●●
　　　　　　　　＼　　　　　第２表　各処理方法による章丈の廃育経過
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　周]ち梢発芽の遅れ7こIi, Fi区は初期生育が若干悪いが，後期の生育は良好にして，各処理区間
に左程相違が見られない.14区は発芽不揃いの埓，爾後の生育も不芦卜-で余り良くない．叉日乾
しfこり，乾燥状態で処理を行う事は，爾後の生育不斉,一でj後期の生育炉衰えて来る．
　　(Ｂ)粟数．葉数を調査しすこ成績は第３表の通りであるー･･．　　･･　・．
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　　　第3.表　各処理方法によろ葉数の増加
･3
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　即ち草丈に比し葉数に於ては，各処理区により可成り差炉見られろ.I区,.I区，13区, F2区及
びＭ区は比較的順調な生育を見ていろ炉，ｌ区(13区を除く)，副区，Ｖ区は梢緩漫である．即ち
E.C.処理及び低温処理を初めに行つむ区が比較的良好な結果を得ている．それに反し高温処理を
勒かこ行うと葉数て)増加炉緩漫となる．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　●●　　　●　　●而し気温の低下と共に生育は和衰えているが，特に13区，I区全部√恥区及びＵ区は12月中'句頃
より葉数の増加が停止し7こ．
上3.開花．開花に関し調査しすこ成績は第４表の通りである．．
　　　　　　　　　　　　　　　　第４表　各処理方法と開花との関係
区　　　別
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ｈ
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ｈ
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一
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　　開花の最も早いのは12区で開花初めは12月Ｕ日であり，植付後約10叩を要してい,る．開花率の｀
　.良好なのはI区で特に!４区が最も･よく開花していろ.j一般に低温処理の温度は5°Ｃよりも109Cの方
．炉開花卒炉良好である．･陽光にて直接乾燥すると開花初･めは梢早く尽ろ炉開花率は低下する.:又乾
　･燥の俊処理すると全部Blindになっている．着輪数i花梗長，花穂長に於ても, 5°Cの低温処理
　より10°Ｃの低温処理の方炉結果炉よかっすこ．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　●　　　　　ｚ　　　　　　　　　　１　　１　　　　　φ▽ 考 察Ｉ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（○　　（３）　．（２）　（９）　　　　　　　．。　Ｊ
　　グラヂオラスの休眠打破に関しては既に塚本，安田，小杉，鶴島　氏等の研究炉あり, E.C.
　　　　　　　　　　‰　　　　　　　　　●　　　　　　●　　　叱　　Ｉ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●･’一処理及び低温処理の効果のある事を報じているが，発芽の遅速は球根の状態や処理の時期;こより可
　威り左右されるものと考え･られ，７月に早掘･し仁球根を用いて直ちに処理を行った場合にば自ら異
４ 高知丿大学学術研究報告　第３雀第21号
　　　　　　　　　　　　　　　　-
なってくる..而も無加温，無点燈にて促成を行,う.場合には，出来るだけ早く発芽を促し，生育を促
進さす事によってその目的が達せられる．その目的の坦に,’‘E.C..低座及び高温の３つの処理を・
種?組合せて行っすこところ。E.C.処理後，低温処理を･1ヶ月行う事により最も発根及び発芽を促
進し既に処理終了時に一部発根を見てい了こ.･高温処理を初めに行っ7こⅢ区は概して発芽が不揃いと
なり･，徒って平均発芽週数に於ても２～４週になっており，このことはDenny氏の実験と一致
し7こ．又低温処理の温度は，10°Ｃに処理すると，腐敗球が若干発生し，発芽も不揃いであっ7こ．
然し開花牟に於ては却って10°Ｃの方が良好な成績を収めており，花の品質の点に於てもすぐれて
いる．掟来休眠打破の鶏，5°Ｃにて処理すろのがよいとされていろが，発芽後の生育，開花は10°Ｃ
よりも寧ろ劣ろ様である．
　球根を掘取後，乾燥さす方法としては岡場にて陽光に直射さす事は急激な乾燥を行う事にな丿，
その埓生育は不揃いとなり，開花卒を低下さす原因になる･ものと考えられる．又球根を処理する場
脅，洛度を呉えるか否かであるが，之に関し塚本博士が実験を行･つていろ．而し之が発芽後の生育
に如何に影響するかは疑問であるので，之を試験し7こ結果，発根及び発芽には殆んど差炉詔められ
ないが，生育が不揃いとなり特に後期の生育炉衰え全然開花しなかっ了こ．
　開花牟の不良であった区は，すべて12月中下旬以降葉数勿増加が倅止しすこ．その時の床温は5°C
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）内外の温度が４日間継腿してお!），又日照時間に於て最も短白な時期;こ遭遇しておろ゛．安田一氏 は
開花に必要な這底温は10°Ｃだとしており，又小杉統ﾌ込９時間の短日処理によりＢｈｎｄ炉著しく
塘大し，その時の花芽の発育は花粉及び胚珠の形成以前の段階に於て停」ﾋﾟし.ていろと述べている.
.筆者の実験に於ても，花芽は雄菊乃至雌巣形成期迄進んで停止し廿い仁又開花率;こ於ては生育の
おくれ7こ皿区（Ⅲ3区を除く），Ⅳ1区及びＶ区炉，Ｉ区及びＭ区より良好であっすこ．然し葉数に於ては
前者より後者の方が，梢発育炉進んでおり.12月中旬に於て前者は約３枚であり，後者は4～4.5
枚であっすこ．而も前者の葉数が4～4.5枚になるのは１月中旬であり．日照時間に於ては12月中旬
と殆んど同じである炉，温度に於て１月は梢高く，平均8°Ｃ内外であっち．
　即ち花芽の発育に於て，本葉4～4.5枚位の時に特に低温に弱く, 5°C以下に長く･置かれる事に
依って被害を受けろものと思われる．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要　　約
１・無加温，無点燈によるグ゛ヂ゛゛ス促成栽培の限界及び參季開花を目標とずる球根の処理方法･
　を知る埓に本試験を行っす二．
２．暖地に於ける無加温，無点燈によろ促成栽培にありては／出来ろ丈早掘をなし，休眠打破後９
　月よ旬迄に定植する事により年内開花が見られる．　　　　　　　　　　　　　　　／　　　　‘
３． １月以降にありては温度炉降下し，更に短･日期;こ遭遇するので生育は殆んど休止状態にして開
　花不良である．この時期(2, 3月）の切花を望むならば1Q月に定植を行.い，電燈照明をする事
　により開花卒は向上するものと思われろ．
４．低温処理の温度は5°Ｃよりも10°Ｃの方が梢腐敗は多いヽが開花率か良好であろ
５　乾燥状態のまﾐま処理する事は発芽には余り影響しないがノ開花率を不良にすろ
６．自乾は生育不揃いを示し･開花卒炉低下し, Blindの原因に,なろ．
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